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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第２四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 8,019 27.4 666 514.6 672 468.6 439 455.9

2019年３月期第２四半期 6,294 6.3 108 38.1 118 22.8 79 24.2
(注) 包括利益 2020年３月期第２四半期 406百万円( 457.4％) 2019年３月期第２四半期 72百万円( △20.0％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第２四半期 125.69 ―

2019年３月期第２四半期 22.61 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 15,997 8,345 52.2

2019年３月期 17,723 8,001 45.1
(参考) 自己資本 2020年３月期第２四半期 8,345百万円 2019年３月期 8,001百万円
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 ― 0.00 ― 18.00 18.00

2020年３月期 ― 0.00

2020年３月期(予想) ― 18.00 18.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,000 3.1 750 5.8 740 1.6 476 12.1 136.04
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付資料10ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事
項」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料10ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事
項」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期２Ｑ 3,510,000株 2019年３月期 3,510,000株

② 期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 11,095株 2019年３月期 11,095株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 3,498,905株 2019年３月期２Ｑ 3,498,905株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等は今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。
　業績予想の前提となる条件及び業績予想の利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．
当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や設備投資の緩やかな増加を背景に、景気

は緩やかな回復基調で推移いたしましたが、米中通商問題の長期化などを背景に世界経済の減速が続くなか、製

造業の景況感が悪化するなど景気の先行きは不透明感が増してまいりました。

このような状況のなか、当社及び連結子会社（以下、当社グループ）では、公共分野及び民間分野とも引き続

き受注拡大、製品・サービス強化、ならびに収益構造の改善に取り組んでまいりました。

売上面では、商談が堅調であったことに加え、消費税増税前の駆け込み需要及び消費税軽減税率導入に伴うシ

ステム改修等により、堅調に推移いたしました。

また、利益面では、主に増収による増益効果及び不採算案件の収束による経費削減等が貢献いたしました。

その結果、売上高は8,019百万円（前年同期比27.4％増）、営業利益は666百万円（前年同期比514.6％増）、経

常利益は672百万円（前年同期比468.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は439百万円（前年同期比

455.9％増）となりました。

セグメントごとの業績は、以下のとおりです。

（公共事業セグメント）

公共事業セグメントは、すべてのサービス分野※で堅調に推移いたしました。ソフトウェア開発・システム販売

分野では、不採算案件の収束による経費削減に加えて、消費税増税前の駆け込み需要及び改元や、法改正等シス

テム改修等が収益に貢献いたしました。

その結果、売上高は3,596百万円（前年同期比46.5％増）、セグメント利益は345百万円（前年同期比519.3％

増）となりました。

（社会・産業事業セグメント）

社会・産業事業セグメントは、消費税増税に伴うシステム改修や機器販売等も影響し、すべてのサービス分野※

で堅調に推移いたしました。ソフトウェア開発・システム販売分野では、成長市場におけるシステム導入が堅調

に推移したことに加えて、消費税軽減税率導入のシステム改修等が収益に貢献いたしました。また、システム機

器・プロダクト関連販売分野では、システム導入に伴う機器販売が堅調に推移いたしました。

その結果、売上高は4,422百万円（前年同期比15.2％増）、セグメント利益は1,093百万円（前年同期比37.4％

増）となりました。

※サービス分野とは次の４分野です。

ソフトウェア開発・システム販売

システム機器・プロダクト関連販売

情報処理サービス

その他の情報サービス
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（２）財政状態に関する説明

① 財政状態に関する分析

（資産・負債・純資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は15,997百万円（前連結会計年度末17,723百万円）となり、

1,725百万円減少しました。流動資産は10,839百万円となり1,848百万円減少し、固定資産は5,158百万円となり

123百万円増加しました。

流動資産の減少要因は、大型ソフトウェア受託開発案件を納品したことによりたな卸資産が1,363百万円、転

リース取引の債権回収が進んだことによりリース投資資産が361百万円、売上債権の回収等により受取手形及び

売掛金が350百万円それぞれ減少したこと等によるものです。固定資産の増加要因は、ソフトウエア仮勘定が

138百万円減少しましたが、退職給付に係る資産が103百万円、ソフトウエアが98百万円、無形固定資産のその

他（主にリース資産）が48百万円それぞれ増加したこと等によるものです。

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は7,652百万円（前連結会計年度末9,721百万円）となり、

2,068百万円減少しました。流動負債は3,474百万円となり1,716百万円減少し、固定負債は4,177百万円となり

352百万円減少しました。

流動負債の減少要因は、不採算案件に対する受注損失引当金が962百万円、その他（主に前受金）が630百万

円それぞれ減少したこと等によるものです。固定負債の減少要因は、リース債務が343百万円減少したこと等に

よるものです。

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は8,345百万円（前連結会計年度末8,001百万円）となり、

343百万円増加しました。これは主に、利益剰余金が376百万円増加したこと等によるものです。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ172百万円増加し、3,342百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、578百万円（前年同期は155百万円の使用）となりました。この主な要因

は、不採算案件に対する受注損失引当金が減少したことにより962百万円、その他の流動負債（主に前受金）

が減少したことにより438百万円の資金の減少はありましたが、受注制作のソフトウエアに係るたな卸資産が

減少したことにより1,363百万円の資金の増加があったことに加えて、税金等調整前四半期純利益672百万円

の計上等の資金の増加があったこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、317百万円（前年同期は335百万円）となりました。この主な要因は、サ

ーバー設備等有形固定資産の取得による支出171百万円、市場販売目的ソフトウエアへの投資等無形固定資産

の取得による支出118百万円の資金の減少があったこと等によるものです。

営業活動及び投資活動によるキャッシュ・フローをあわせたフリー・キャッシュ・フローは261百万円の増

加（前年同期は490百万円の減少）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、88百万円（前年同期は236百万円）となりました。この主な要因は、セー

ル・アンド・リースバックによる収入86百万円の資金の増加はありましたが、リース債務の返済による支出

72百万円、配当金の支払額63百万円、短期借入金の返済39百万円の資金の減少があったこと等によるもので

す。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の経済見通しについては、米中通商問題の長期化などを背景に世界経済の減速が続くなか、製造業の景況

感が悪化するなど景気の先行きは不透明感が増しております。

また、増税前の駆け込み需要による反動減等の影響もあることから、当社グループの通期の連結業績予想につ

きましては、2019年９月24日に開示した内容に、現時点では修正はありません。

【参考】

2020年３月期の連結業績予想

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

2020年３月期連結業績予想 16,000 3.1 750 5.8 740 1.6 476 12.1 136.04

2019年３月期連結経営成績 15,513 ― 708 ― 728 ― 424 ― 121.32

なお、上記連結業績予想は現在入手可能な情報による判断及び仮定に基づいておりますが、予想に内在する不

確定要素や今後の事業運営における内外状況の変化により、実際の業績数値が予想の数値と異なる場合がありま

すことをご承知おきください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,039,928 3,211,841

受取手形及び売掛金 3,483,730 3,132,855

リース投資資産 3,303,799 2,942,277

たな卸資産 1,967,277 604,268

その他 893,754 978,157

貸倒引当金 △240 △29,518

流動資産合計 12,688,249 10,839,883

固定資産

有形固定資産 1,865,462 1,898,208

無形固定資産

ソフトウエア 364,776 462,824

ソフトウエア仮勘定 226,732 87,994

その他 167,656 216,577

無形固定資産合計 759,165 767,396

投資その他の資産

退職給付に係る資産 1,456,968 1,560,906

その他 953,291 931,575

貸倒引当金 △5 △0

投資その他の資産合計 2,410,254 2,492,481

固定資産合計 5,034,881 5,158,087

資産合計 17,723,130 15,997,970

負債の部

流動負債

買掛金 589,898 482,582

短期借入金 329,500 290,000

未払法人税等 290,324 259,941

賞与引当金 630,979 676,633

役員賞与引当金 16,205 24,052

受注損失引当金 979,669 17,345

その他 2,354,720 1,724,071

流動負債合計 5,191,298 3,474,627

固定負債

長期借入金 1,500,000 1,500,000

リース債務 2,852,741 2,509,150

退職給付に係る負債 1,248 1,236

資産除去債務 145,000 145,000

その他 31,326 22,608

固定負債合計 4,530,316 4,177,995

負債合計 9,721,615 7,652,623
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,966,900 1,966,900

資本剰余金 2,453,650 2,453,650

利益剰余金 3,467,419 3,844,220

自己株式 △8,595 △8,595

株主資本合計 7,879,374 8,256,174

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 34,251 27,516

為替換算調整勘定 △28,445 △30,293

退職給付に係る調整累計額 116,334 91,950

その他の包括利益累計額合計 122,141 89,172

純資産合計 8,001,515 8,345,347

負債純資産合計 17,723,130 15,997,970
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 6,294,847 8,019,200

売上原価 5,085,384 6,168,048

売上総利益 1,209,462 1,851,151

販売費及び一般管理費

給料及び手当 417,262 410,516

賞与引当金繰入額 146,949 144,406

役員賞与引当金繰入額 22,526 19,052

退職給付費用 4,787 △5,837

貸倒引当金繰入額 △69 29,272

その他 509,517 586,917

販売費及び一般管理費合計 1,100,973 1,184,328

営業利益 108,489 666,823

営業外収益

受取利息 1,648 649

受取配当金 6,040 3,951

受取賃貸料 3,670 3,737

転リース差益 7,831 6,442

その他 2,809 2,527

営業外収益合計 22,000 17,308

営業外費用

支払利息 10,043 9,935

賃貸収入原価 538 501

その他 1,690 1,547

営業外費用合計 12,272 11,984

経常利益 118,217 672,147

特別利益

固定資産売却益 - 264

特別利益合計 - 264

特別損失

固定資産除却損 785 120

特別損失合計 785 120

税金等調整前四半期純利益 117,431 672,292

法人税等 38,323 232,512

四半期純利益 79,107 439,780

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 79,107 439,780
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 79,107 439,780

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,344 △6,735

為替換算調整勘定 4,019 △1,848

退職給付に係る調整額 △12,491 △24,384

その他の包括利益合計 △6,126 △32,968

四半期包括利益 72,981 406,812

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 72,981 406,812

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 117,431 672,292

減価償却費 156,178 177,972

無形固定資産償却費 163,358 113,348

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △89,800 △138,380

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △623

賞与引当金の増減額（△は減少） 89,968 45,655

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 6,770 7,847

受注損失引当金の増減額（△は減少） △69,996 △962,323

貸倒引当金の増減額（△は減少） △69 29,272

受取利息及び受取配当金 △7,689 △4,601

支払利息 10,043 9,935

固定資産売却損益（△は益） - △264

固定資産除却損 785 120

売上債権の増減額（△は増加） 627,548 327,932

たな卸資産の増減額（△は増加） △730,687 1,363,008

リース投資資産の増減額（△は増加） 132,973 361,521

その他の流動資産の増減額（△は増加） 36,029 2,819

仕入債務の増減額（△は減少） △629,441 △353,562

未払費用の増減額（△は減少） 21,126 13,065

リース債務の増減額（△は減少） △149,448 △390,008

その他の流動負債の増減額（△は減少） 214,525 △438,658

その他の固定負債の増減額（△は減少） △8,496 △3,636

その他 - △2,558

小計 △108,887 830,173

利息及び配当金の受取額 7,646 4,576

利息の支払額 △10,018 △9,985

法人税等の支払額 △44,260 △246,334

営業活動によるキャッシュ・フロー △155,520 578,430

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △170,000 △170,000

定期預金の払戻による収入 170,000 170,000

投資有価証券の取得による支出 △1,113 △115

投資その他の資産の増減額（△は増加） △60,865 △21,620

有形固定資産の取得による支出 △153,744 △171,842

有形固定資産の売却による収入 - 264

無形固定資産の取得による支出 △119,623 △118,412

関係会社貸付けによる支出 - △8,400

関係会社貸付金の回収による収入 - 3,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △335,346 △317,126

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △106,000 △39,500

リース債務の返済による支出 △67,692 △72,374

セール・アンド・リースバックによる収入 - 86,967

配当金の支払額 △63,071 △63,243

財務活動によるキャッシュ・フロー △236,763 △88,150

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,652 △1,069

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △724,978 172,084

現金及び現金同等物の期首残高 3,847,222 3,170,856

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 67,264 -

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,189,508 3,342,941
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期連結貸借対照表に関する注記）

（偶発債務）

2018年12月14日に開示した「当社に対する訴訟の提起に関するお知らせ」のとおり、2018年10月26日付けで

株式会社オージス総研より訴訟を提起されました。

当社といたしましては、訴訟手続きにおいて、当社の正当性が全面的に受け容れられるよう主張してまいり

ます。

なお、本件訴訟が当社グループの今後の業績に与える影響につきましては、現時点で合理的に予測すること

は困難であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更等）

（IFRS第16号「リース」の適用）

一部の海外連結子会社は、第１四半期連結会計期間よりIFRS第16号「リース」を適用しております。

IFRS第16号の適用により、原則としてすべての借手としてのリースを連結貸借対照表に資産及び負債として

計上する方法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

(有形固定資産の減価償却方法の変更）

有形固定資産の減価償却方法については、従来、当社及び一部の連結子会社では主に定率法を採用しており

ましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

この変更は、グループ会計方針の統一及び、より適正な期間損益計算の観点から減価償却方法について再検

討したところ、過去の投資及び使用実績、将来の投資及び使用計画等から、当社の有形固定資産は、耐用年数

内で長期安定的に稼働することが見込まれることから、定額法を採用することが、有形固定資産の実態をより

適正に反映する合理的な方法であると判断したためであります。

この変更により、従来の方法によった場合と比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び

税金等調整前四半期純利益はそれぞれ14百万円増加しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

公共事業 社会・産業事業

売上高

外部顧客への売上高 2,455,150 3,839,696 6,294,847 ― 6,294,847

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,455,150 3,839,696 6,294,847 ― 6,294,847

セグメント利益 55,794 795,857 851,651 △743,162 108,489

(注) １. セグメント利益の調整額△743,162千円には、各報告セグメントに配分していない製造補助部門費

△82,607千円及び全社費用△660,554千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

公共事業 社会・産業事業

売上高

外部顧客への売上高 3,596,794 4,422,406 8,019,200 ― 8,019,200

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,596,794 4,422,406 8,019,200 ― 8,019,200

セグメント利益 345,546 1,093,679 1,439,226 △772,402 666,823

(注) １. セグメント利益の調整額△772,402千円には、各報告セグメントに配分していない製造補助部門費

△102,904千円及び全社費用△669,498千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

決算短信（宝印刷） 2019年10月23日 18時04分 13ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）


